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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、青少年に対する性の健康に関する健康教育機会を地域社会に増やし、よりよい環

境整備のために、特に高校生を対象にエンターテイメント・エデュケーション手法を用いたラ

ジオドラマとテイラリングの手法を用いた e-ラーニングプログラムにより構成されるクロス

メディアプログラムを開発し、評価することを目的とし、実施した。形成的評価活動を基盤と

した理論に基づくプログラムの開発までを完了したが、効果検証の評価については、協力者の

リクルートが難航し、終了後の現在も継続中である。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 This research was to develop and evaluate a cross-media program for sexual health of 
mid- and late teenagers to contribute to building the better environment of the local 
community, in which the youth can develop sound and healthier perceptions regarding 
sexuality.  The program that consisted of a radio drama based on the 
entertainment-education strategy and a e-learning program using the tailoring method for 
communication has been successfully developed through the formative evaluation process. 
Due to the challenges in recruiting participants, however, the outcome evaluation is being 
in progress after the official period of the research project. 
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１．研究開始当初の背景 

 個人を取り巻く環境は、個人の心身の健康

そのもの、あるいはそれに影響を与える行動

に対して、支援的あるいは阻害的な役割を果

たす。青少年の性の健康を支える行動やそれ

を支える価値観や考え方も、彼らを取り巻く
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環境の中で構築されることを忘れてはなら

ない。学校が終われば習い事や塾に通い、先

生や親以外の地域内の大人との接点をもつ

ことがほとんどない核家族に育つ子どもた

ち。携帯を持つのが当たり前の中高校生たち。

性に関することを茶化してしか話さないバ

ラエティ番組。このような社会の「当たり前」

の中に育つ子どもたちが、「性」というきわ

めて個人的な問題について、友人や大人たち

と話したり、自分が人として成長する上でい

かに大切なことなのかを、自分自身で考える

機会に自然に接することは少ないと言えよ

う。 
 学校での性教育は、青少年にとって貴重な

性の知識を得る機会である。しかし、家庭や

地域社会の子どもを育てる力が脆弱化し、学

校は多様なニーズへの対応が求められ、多重

な負荷に何とか耐えている状態と言える。さ

らに、限られた時間の中で全ての学校で有意

義な性教育機会が提供されているとは言い

難い。地域社会の中でも、青少年がまじめに

性の健康について考える機会が増え、支援的

な環境が整備されていくことが望まれる。 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、高校生の「性の健康」

を目指した全人的なアプローチによる

健康教育プログラムの実現に向けて、①

社会心理学、行動学理論に基づいた高校

生の性に関する特徴の把握と、②①によ

って把握した高校生の文化的・社会的価

値観をもとに、エンターテイメント・エ

デュケーション（以下、EE）とテイラリ

ングの手法を用いて、複数のメディアを

活用した「クロスメディア」による高校

生の性教育プログラムを開発し、③その

効果を検証することであった。 

３．研究の方法 
 本研究は、包括的な性教育を構成する 2 

種の介入を効果的なものにするため、まず、

高校生の性行動に関する綿密な形成的調を

行った。その分析結果をもとに、EE ラジオド

ラマとテイラリングコンピュータプログラ

ムの 2 種の介入を行動学、社会心理学理論

に基づいて開発した。そして、それぞれ単独

の場合と、2 種の介入を同時に活用した複合

的なクロスメディア型介入の場合の、性に関

する行動、態度、知識、スキルの変化による

評価検証を実施した。 

４．研究成果 平成 22 年度は、主に①の目

的を達成するために、フォーマル、インフォ

ーマルな形で調査を実施した。熊本県内の高

等学校の養護教諭、母子保健医療や行政担当

者から意見を聞きながら、取り組むべき課題

の焦点を明確にした。その中で、やはり性に

限らず健やかな育成のために「ライフスキ

ル」習得の重要性が見えてきた。そこで、ラ

イフスキルと性に関する意識や行動、あるい

は行動に関連があると思われる心理的な要

素との関連性を検証することができる枠組

みで質問紙調査を企画し、4 つの県内高等学

校の協力を得て実施した。1340 名の高校生か

らの回答を得ることができ、この結果はラジ

オドラマとコンピュータプログラムで構成

されるクロスメディア健康教育プログラム

の基盤設計の軸となるものである。 

 加えて、2006 年に実施された青少年の性行

動に関する調査のデータの貸与を受けて、プ

ログラム開発に有用な 2次分析を行った。こ

の分析結果も、プログラム開発の基盤構築に

活用した。 

 平成 23 年度は、前年度までの調査結果を

踏まえ、対象聴取者にも含まれる大学生、高

校生を含む若者の参加と地元マスメディア

の強力なサポートを得て、8 つのストーリー

からなるオムニバス形式の EE ラジオドラマ

を制作した。具体的には、ラジオドラマの台



本を執筆する大学生ラーターズチームの構

成と実動、オーディションによる地域の若者

のキャストとしての参加、そして FM 熊本の

制作技術の提供であり、制作プロセス自体が

有意義な学びとなった。 

 ２年目の成果の中で最も強調すべき点は、

わが国で初めての事例となる EE プログラム

を参加型で推進したことである。開発プロセ

スの取り組み自体がヘルスプロモーション

の観点から重要であることが確認でき、この

プロセスを記述し、意義と重要性を研究成果

として示していくことも課題の一つである

と考える。 

 最終の平成 24 年度は、ラジオドラマを計

画通り完成させ、地元 FM 熊本で平成 24 年 6

月 4日から 8週間にわたり、平日午後 9 時 55

分から 5分間で放送した。 

 

図１：ラジオドラマ『１７歳の保健室』番組紹介 

また、開発の遅れたテイラリング e-ラーニン

グプログラムも 9月から実装を開始した。加

えて、エイズ予防財団より助成金を獲得し、

世界エイズデー用のラジオドラマも制作し、

平成 24 年 12 月 1 日に放送した。  

 2 つの個別プログラムの単体および複合的

な効果検証は、計画とは異なる 2 つの方法

で、現在もデータ収集を継続している。ま

ず、首都圏大学に通う学生を対象にした事

前事後デザインによるインターネット調査

である。これは学生に対してラジオドラマ

プログラムの一部/全部、テイラリング e-ラ

ー ニ ン グプログラムの組み合わせを割りつ

けて提供し、性の健康に関する知識および

態度に関する質問にインターネットで回答

してもらい、取り組み前後の変化を検証す

る。二つ目は、県内高等学校の協力を得

て、高校生のプログラム視聴前後の知識と

態  度の変化をみるための質問紙調査である。

大学生向け調査に関しては、平成 24 年 11 月

よりデータ収集を開始したが、リクルートお

よび事後データ収集に難航し、研究期間を終

了した現在も継続しているところである。

高等学校については、今後も協力校が増え

る見込みであり、データ収集を継続する予定

である。 

 数的なデータに基づくものではないが、ラ

ジオドラマというかたちを活用した青少年

の性の健康教育プログラムに対する 地域社

会の反響は大きいと感じている。例えば、FM

熊本の番組審議会では、本研究の成果であ

るプログラムに対する評価は高く継続を要

請する声があり、新聞でも取り上げられ

た。また、養護教諭や保健行政担当者など

から、教材としての活用を希望する意見が

あった 。 

 このような質的なデータも記録し、個人を

取り巻く社会的な変化を捉えると共に、教材

として有効に活用するための方法について

も  評価活動から見えてきたものを基に考え

ていく必要があると思われる。 
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